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１．開催日時  令和３年１月１２日（火）午前９時３０分から午前１１時００分 

 

２．開催場所  東近江市役所 新館３１３、３１４会議室 

 

３．出席委員  ３９人   欠席委員 １人 

議席番号 出欠 議席番号 出欠 

１ 出 ２１ 欠 

２ 出 ２２ 出 

３ 出 ２３ 出 

４ 出 ２４ 出 

５ 出 ２５ 出 

６ 出 ２６ 出 

７ 出 ２７ 出 

８ 出 ２８ 出 

９ 出 ２９ 出 

１０ 出 ３０ 出 

１１ 出 ３１ 出 

１２ 出 ３２ 出 

１３ 出 ３３ 出 

１４ 出 ３４ 出 

１５ 出 ３５ 出 

１６ 出 ３６ 出 

１７ 出 ３７ 出 

１８ 出 ３８ 出 

１９ 出 ３９ 出 

２０ 出 ４０ 出 

議長 （会長）  

 

４．議事日程 

 

  第１ 議事録署名委員の指名 
 

第２ 議事上程 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第４号 空家に付属した農地の指定について 

議案第５号 東近江市農用地利用集積計画（案）について 

（追加）議案第６号 土地改良事業参加資格交替の申出について 
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報告第１号 農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報告につ

いて 

報告第２号 ２アール未満農業用施設に係る農地転用届出の報告について 

報告第３号 農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について 

報告第４号 農地の貸借権の合意解約の報告について 

報告第５号 市街化調整区域内における農家住宅の農業者証明の報告について 

 

 

５．事務局職員 

 

農業委員会事務局 

局 長 参 事 

主 幹 主 事 

  

 

    農業水産課 

主 事  

  

 

６．会議の内容 

 

議 長  ただ今から、令和２年度第１０回、１月期の月例総会を開会します。 

現在の出席者数は３９名であり、この総会は成立いたします。 

      日程第１は、議事録署名委員の指名であります。 

議席番号１４番〇〇〇〇委員、１５番〇〇〇〇委員を指名いたします。 

 

議 長  なお、委員各位への議案書送付後において、別紙議案第６号「土地改良事業参

加資格交替の申出について」を追加議案として上程するよう事務局から申し入

れがありました。このことについて、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  それでは、別紙、議案第６号、土地改良事業参加資格交替の申出についてを追

加議案として上程させていただきたいことにつきまして、説明いたします。 

この議案につきましては、土地改良法に基づき、審議いただくもので、土地改

良法施行令第 1条の３第２項及び第１条の５並びに同法施行規則第２条第３項

の規定により、申出書の提出のあった日から７日以内にその申出を承認するか

否かを決定しなければならないと規定されていることから、申出日から７日以

内の対応となるよう、以前より追加議案として取り扱いさせていただいており

ますので、よろしくお願いします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

別紙、議案第６号「土地改良事業参加資格交替の申出について」を追加議案と

して審議することについて、何かご意見はございませんか。 
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         （異議なし） 

 

議 長  異議がありませんので、追加議案を上程することについて認めてよろしいか。 

（異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第６号「土地改良事業参加資格交替の申出について」を追加上

程することを認めます。 

 

議 長  日程第２は、議事の上程であります。 

 

議 長  最初に、議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を 

議題とします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第１号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、農地の権利を

移転したい旨、次のとおり申請があったので、許可することについて意見を求

めます。 

 

事務局  今回、１４件の申請があり、申請人及び申請地につきましては議案書に記載の

とおりです。 

     契約の種類につきましては、売買が番号１、番号３、番号４、番号７から番号

１０、番号１３です。交換が、番号５と番号６、番号１１と番号１２です。贈

与が番号２と番号１４です。 

     なお、番号３の譲受人の取得後の耕作面積は２４．５２アールで下限面積に達

しておりませんが、農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定を２８．３６

アール同時申請されており、合計しますと５２．８８アールで下限面積を上回

ります。 

     他の案件も、譲受人の取得後においての耕作面積は下限面積を上回っておりま

す。 

譲受人は地域の農業を理解しており、水利調整、共同作業等協力するとのこと

で、周辺地域との調和要件について問題ないと考えます。 

また、農作業に必要な農機具について、いずれの案件の譲受人も、トラクター、

コンバイン、田植機、乾燥機、籾摺機、トラックを所有又は営農組織と共同利

用しておられます。経営農地について、番号１の譲受人は世帯六人、番号２、

番号４、番号６、番号７、番号１４の譲受人は世帯二人、番号３の譲受人は世

帯一人、番号５、番号８、番号１０、番号１２、番号１３の譲受人は世帯三人、

番号９、番号１１は世帯四人で耕作され、各申請のそれぞれにおいて全部効率

利用の面で問題ないと考えます。 

これらのことから、農地法第３条第２項各号の許可要件のすべてを満たしてい

ると考えます。 

     また、地区の担当農業委員からも確認書を提出いただいており、問題はないと

考えます。 

以上、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。それでは審議に入ります。 
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１番について何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

  それでは、２番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、３番について何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

     それでは、４番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、５番、６番の交換について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、７番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、８番について何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

     それでは、９番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、１０番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、１１番、１２番の交換について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、１３番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、１４番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第１号につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員賛成と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第２号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」及び

関連します議案第３号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」

の番号２を議題と致します。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第２号農地法第４条第１項の規定による許可申請について、農地を転用し

たい旨、並びに、議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請につい

ての番号２について、農地を転用し農地の権利を移転したい旨、次のとおり申

請があったので、許可することについて意見を求めます。 

 

事務局  番号１についてご説明いたします。 

本件は、下中野町に居住する者が、自ら所有する同町地先の農地１筆、面積２，
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９２０平方メートルの内７４０．５８平方メートルの土地を農業用倉庫及び農

作業場として利用するために転用の申請があったものです。 

     申請地は、周囲を田、用悪水路、道路に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、申請人は、自宅隣地で農業用倉

庫を所有しておりますが、広さが十分でなく、また集落内であることから周辺

住民に迷惑がかかるため、新たな場所を検討された結果、集落の外れであり住

民にも迷惑がかかりにくいことから当該申請地を選定されました。なお、現在

使用している農業用倉庫は住宅用倉庫として使用されます。 

土地の利用計画につきましては、建築面積が１５４．３４平方メートルの農業

用倉庫建設と農作業場、育苗用ハウスとして利用される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、７０セン

チメートル盛土をし、農業用倉庫部分についてはコンクリート舗装仕上げとす

る計画です。雨水については、地下浸透と既設排水管に接続して処理されます。 

申請地は、農振農用地区域内農地であることから原則許可できませんが、市の

農業振興地域整備計画における農用地利用計画で指定された用途であり、例外

的に許可し得るものと考えます。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

議案第２号の番号２と議案第３号の番号２は、隣接した農地でありますので一

括してご説明いたします。 

まず議案第２号の番号２についてご説明いたします。 

本件は、林田町に居住する者が、自ら所有する同町地先の農地１筆、面積１１

平方メートルの土地を農業用倉庫敷地として利用するために転用の申請があっ

たものです。 

     なお、本案件については、以前から造成し、農業用倉庫敷地として利用してい

たとして、顛末書付きの申請となっています。 

申請地は、周囲を道路、宅地に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、農業用倉庫敷地として今後も利

用するため、今回の是正申請に至ったものです。 

土地の造成計画につきましては、現状のまま使用されます。雨水については、

地下浸透で処理されます。 

     続いて、議案第３号の番号２についてご説明いたします。 

本件は、林田町に居住する者が、同町地先の農地２筆、合計面積２８６平方メ

ートルの土地を贈与により取得し、自己用戸建専用住宅として利用するために

転用の申請があったものです。 

     申請地は、周囲を宅地、畑に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は、同じ町内で妻や子と

ともに妻の実家に居住しておりますが、子どもの成長に伴い手狭となってきま

した。そこで、住宅の建築を検討された結果、実家から近く利便性が良いとし

て当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、宅地部分を含めた土地に、建築面積が８０．

７３平方メートルの住宅と自家用車及び来庁者用の駐車場として利用されます。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取った後、整地

を行い転圧仕上げとする計画です。雨水については、敷地内に吸込槽を設置し、

浸透処理されます。 
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     いずれの申請地も、周辺が宅地化している区域内にある農地であることから、

第３種農地と判断できます。第３種農地であることから、立地基準上は許可で

きるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

     なお、議案第３号の番号２の許可は、都市計画法第２９条の規定により申請中

の開発許可と同時に行うものとします。 

     担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

     いずれの案件も、一般基準において基準に抵触するものはなく、農地法第４条

第２項及び同法第５条第２項に基づき審査したところ、転用許可は相当と判断

いたしました。 

     以上 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

本案については、事前調査がなされておりますので、調査の報告を求めます。 

 

２３番  １月５日に〇〇〇〇委員と〇〇〇〇委員と私と事務局で現地調査を行いました。

新年早々でしたが、現地で説明いただきました地区担当農業委員さんにお礼申

し上げます。 

それでは、結果を報告します。 

      

     番号１の農業用倉庫及び農作業場ですが、現在は集落内に倉庫と農作業場があ

り、作業時には近隣に迷惑がかかっているとのことです。今回、農振青地では

ありますが、集落から離れた自身の農地を申請地として選定されました。営農

条件的には、周辺農地は全体的に段差があり、ほ場の規模拡大も難しい場所で

ある考えます。農業用でもあることから、営農活動に問題もなく許可相当と判

断いたします。 

 

     番号２と議案第３号の番号２は関連があります。集落内の農業用倉庫敷地と戸

建専用住宅の２件です。顛末ではありますが、農業倉庫敷地として今後も利用

されることから止むを得ないと考えます。また、住宅は申請地所有者から娘の

夫へ贈与によるものです。以前にあった建物を解体された後の宅地と一部顛末

の申請地を一体的に活用されます。生産性の低い農地であり、止むを得ないと

判断します。ただ、申請地には奥の畑へ行くための隣接地所有者との出し合い

道があり、境界杭も設置されてありましたが、後々、隣接者所有者と問題が生

じないよう十分に話をされるよう指導いただきたいと考えます。 

     以上、調査報告とします。 

 

議 長  事務局の説明及び調査報告が終わりました。それでは、審議に入ります。 

     議案第２号の番号１について、何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

 

議 長  それでは、番号２及び関連する議案第３号の番号２について、何かご意見はご

ざいますか。 
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事務局  議案第３号の番号２について、補足説明させていただきます。現地調査で指摘

されました出し合い道についてですが、通路幅を確保した上で、住宅も引き下

がって建築されることを申請者代理人より確認しています。 

 

議 長  他にご意見はありませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第２号及び関連する議案第３号の番号２につきまして採決に移

ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第３号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」を議

題と致します。 

  それでは、番号１及び番号３から番号７について事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、農地を転用し

農地の権利を移転又は設定したい旨、次のとおり申請があったので、許可する

ことについて意見を求めます。 

 

事務局  それでは、番号１についてご説明いたします。 

    本件は、中里町に居住する者が、同町地先の農地１筆、面積２４６平方メート

ルの土地を父親との使用貸借により権利取得し、車両置場として利用するため

に転用の申請があったものです。 

     申請地は、周囲を道路、宅地に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、借人は自動車の販売修理業を営

んでおり、現在、自宅横に修理工場及び車両置場がありますが、以前から在庫

車両の置場に苦慮しておりました。そこで、自宅からも近く、集落の外れで周

辺住民にも迷惑が掛かりにくいことから当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、自動車９台分の置場として利用されます。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、道路高ま

で盛土をした後、砕石仕上げとする計画です。雨水については、地下浸透で処

理されます。 

     申請地は、住宅が連たんしている程度に達している区域内にある農地で、団地

規模がおおむね１０ヘクタール未満の農地であることから、第２種農地と判断

できます。 

     申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

     また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号３についてご説明いたします。 

本件は、市辺町で警備業を営む法人が、同町地先の農地１筆、面積９９．９６

平方メートルの土地を売買により取得し、駐車場として利用するために転用の
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申請があったものです。 

     申請地は、周囲を道路、宅地に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は警備業を営んでおりま

すが、従業員の増加に伴い、現在の駐車場では手狭になってきました。事業用

車両と従業員の自家用車の入れ替えで対応してきましたが、市辺駅近くで車両

や歩行者もあり危険であることから新たな駐車場の確保を検討された結果、事

務所からも近く、利便性がよいことから当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、事業用及び通勤用車両５台分の駐車場として

利用されます。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、２０セン

チメートル盛土をした後、砕石仕上げとする計画です。雨水については、地下

浸透で処理されます。 

     申請地は、周辺が宅地化している区域内にある農地であることから、第３種農

地と判断できます。第３種農地であることから、立地基準上は許可できるもの

です。 

     また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

     番号４についてご説明いたします。 

本件の借人は、愛荘町に所在し土木建築工事の設計施工を営み、滋賀県知事か

ら砂利採取業者登録を受けている法人が、小倉町地先の農地２筆、合計面積１

０，１８３平方メートルの内９，８４６．３１平方メートルの土地を、賃貸借

により砂利採取として一時利用するために転用の申請があったものです。 

申請地は、田、用悪水路、道路に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、建設工事のコンクリート骨材と

して砂利が必要なこと、また、有事の際のストックとして砂利購入業者から常

に一定量を求められていることから陸砂利を採取するのにあたり、申請地が愛

知川に近く砂利採取に適していることから今回の申請に至ったものです。 

土地の利用計画につきましては、転用に係る農地をトラロープで仮囲いをし、

出入口部分には三角バリケードを、道沿いにはフェンスバリケードを設置し、

必要に応じ安全保安員を設置されます。 

     掘削を行う農地は、境界線から保全区域２メートルを確保し、１対１及び１対

２の掘削勾配をとり、深さ約５メートルまでバックホーで採掘、採取した後、

１０トンダンプに積込・運搬し、搬出する計画であります。採取後は、契約業

者より調達した良質土を地主等が確認の上、埋め戻すこととしています。 

 採取場へは、申請地南側の一級河川愛知川の堤防から進入します。採取場への

進入路には敷鉄板を敷設され、土の持ち出し防止のため、雨天時等については

作業を行わない計画であります。また、車両は、採取場を出てから農道を使用

せず、河川の堤防から一度河川内を経由して、再び河川沿いの市道から国道３

０７号を通行いたします。 

     なお、申請地の北側に一部残地が残りますが、これは北側にある農道に用水管

が埋設されていることから、慎重を期しているものであり、除草等につきまし

ては借人である法人が責任をもって実施することを確認しております。 

     申請地は、農振農用地区域内農地であることから原則許可できませんが、一時

的な利用であって、利用すべき資源の関係から位置が限定されるものであり、

農業振興地域整備計画の達成に支障を及ぼすおそれがないことから、例外的に
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許可し得るものであります。一時転用期間は許可日から１年間の計画です。 

また、添付書類については、東近江市長の農業振興地域整備計画の達成に支障

のない旨の意見書の他、隣地承諾書、耕作者の同意書、地元自治会長及び農業

組合長の同意書、隣を流れる青山井下流域の地元自治会長への説明経過書、土

地所有者、事業者及び保証人との間で、埋め戻し及び農地復元における保証契

約がなされております。 

なお、本件は、砂利採取法第１６条の規定に基づく認可が必要であり、砂利採

取法の認可と同時に許可することになります。 

     また、本案件は、滋賀県農業会議常設審議委員会の諮問案件となることから、

去る１２月２４日に農政・許認可等検討会議を開催し、申請人立会いの元、現

地調査を実施いたしました。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号５についてご説明いたします。 

本件は、大阪市淀川区に居住する者が、綺田町地先の農地１筆 面積３２７平

方メートルの土地を祖母との使用貸借により権利取得し、住宅として利用する

ために転用の申請があったものです。 

なお、本案件については、貸人の先代が昭和４７年以前から造成し建物を建築

していたとして、顛末書付きの申請となっています。建物は既に取り壊されて

おります。 

申請地は、周囲を道路、宅地に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由については、申請人は現在大阪市内のアパートに

居住しておりますが、両親の介護をするために現在両親が住んでいる住宅に隣

接し利便性の良い当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画については、建築面積６４．５９平方メートルの住宅建設と自

家用車２台分の駐車場として利用されます。 

土地の造成計画については、顛末案件の為、現状のまま利用されます。雨水に

ついては、北側の水路へ放流し処理されます。 

     申請地は、周辺が宅地化している区域内にある農地であることから、第３種農

地と判断できます。第３種農地であることから、立地基準上は許可できるもの

です 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

     なお、申請地については、抵当権が設定されておりますが、設定時期が古く現

在抹消の手続き中であり、問題ないと考えます。農地転用の許可は、抵当権抹

消と同時に行うものとします。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号６についてご説明いたします。 

    本件は、ベトナムに居住する者他１名が、下岸本町地先の農地１筆、面積４１

８平方メートルの土地を売買により取得し、住宅として利用するために転用の

申請があったものです。 

     申請地は、周囲を宅地に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人のうち１名は、現在ベト

ナムに在住しておりますが、今年の夏頃に実家のある下岸本町に帰国する予定

であります。実家で妻とともに生活するには手狭であることから住宅の建設を

検討した結果、実家からも近く利便性が良い当該申請地を選定されました。 
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     土地の利用計画につきましては、建築面積が６０平方メートルの住宅建設と自

家用及び来客用の駐車場並びに住宅への進入路として利用される計画でありま

す。 

土地の造成計画につきましては、耕土を２０センチメートル鋤取った後、整地

を行い転圧仕上げとする計画です。雨水については、地下浸透と既存の道路側

溝への放流にて処理されます。 

     申請地は、周辺が宅地化している区域内にある農地であることから、第３種農

地と判断できます。第３種農地であることから、立地基準上は許可できるもの

です。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号７についてご説明いたします。 

本件は、市原野町で土木建築工事業を営む法人が、青野町地先の農地１筆、面

積４９９平方メートルの土地を売買により取得し、資材置場及び駐車場として

利用するために転用の申請があったものです。 

     申請地は、周囲を田、畑、宅地に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は現在使用している資材

置場及び駐車場２箇所の広さが十分でなく、また２箇所に分かれていて利用し

にくいことから、新たな事業用の資材置場及び駐車場を確保するため、事務所

に近く、利便性の良い土地を選定し、所有者との話もまとまり、当該地を申請

されたものです。 

土地の利用計画については、土や砂利を置く資材置場と４ｔトラック４台やバ

ックホー３台の駐車場として、隣地の宅地上にある建物を解体して更地にした

後に一体利用される計画であります。なお、現在使用している資材置場及び駐

車場は売却されます。 

土地の造成計画につきましては、耕土を１５センチメートル鋤取り、１５セン

チメートル盛土をして仕上げとする計画です。雨水については、地下浸透処理

されます。 

     申請地は、住宅が連たんしている程度に達している区域内にある農地で、団地

規模がおおむね１０ヘクタール未満であることから、第２種農地と判断できま

す。 

 申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

いずれの案件も、一般基準において基準に抵触するものはなく、農地法第５条

第２項に基づき審査いたしましたところ、転用許可相当と判断いたしました。 

 以上、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

本案については、事前調査がなされておりますので、調査の報告を求めます。 

 

１６番  〇でございます。１月５日に〇〇〇委員と〇〇〇〇委員と私と事務局で現地調 

査を行いましたので、その結果を報告します。何分初めての調査ですので、報 
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告足らずのこともあると思いますが、お許しをお願いいたします。 

     １番及び３番から４番までを私が報告します。 

 

１番の車両置場ですが、集落に居住の申請地所有者の息子さんが、集落内で自

動車販売修理業を営んでおられます。ただ、現在の車両置場だけでは狭く不足

していることから、使用貸借にて申請されたものです。申請地は、集落東側外

れにあり、自宅からも近い適地と思われます。第２種農地ですが、前面の県道

他三方向を道路に囲まれ、ほ場整備で分断された不整形な生産性の低い農地で

あり、申請者の業務上必要な施設として、転用にあたり問題はなく許可相当と

判断します。 

 

     ３番の駐車場ですが、申請者は警備会社を営まれ、事務所と居宅が申請地前面

の道路向かいにあります。令和元年４月に事業拡大され従業員も増え、現在の

駐車場が狭く不足している状況です。周辺には中学校や近江鉄道の駅があり、

歩行者の往来も多く、危険を伴うことから安全性を考慮の上、売買により本申

請地を適地として選定されました。周りは別会社の駐車場の他、住宅地に囲ま

れています。登記簿は宅地で現況は畑でありますが、日当たりも悪くも第３種

農地として、問題はなく許可相当と判断します。 

 

     ４番の砂利採取による一時転用ですが、今回の申請地近隣では既に砂利採取事

業が行われ、採取法による平成３１年４月許可分の一期工事は完了済で、また、

その西側で令和２年６月許可分の二期工事が現在も実施されています。申請地

は集落の南西に位置し、愛知川堤防を搬入出路に利用されます。一期工事も二

期工事も同一事業者であり、自治会等とも問題もなく良好な関係であります。

申請地へは堤防からの出入となり、敷鉄板を設置されますので、堤防以外の周

辺農道等には影響はないものと考えます。なお、申請地近くに愛知川より取水

する青山井があり、下流五集落の生活用水でもあることから、事業により予測

の出来ない損害や補償等について、関係集落へ事業説明をするとの配慮をされ

ています。今回の申請地は集落から離れており、事業者の事業実績からも問題

はないと考えます。このことから、誓約に従った行為が履行されるものであり、

農地の復元を条件に許可相当と判断します。 

 

１７番  〇〇でございます。残りの５番から７番を私が報告します。 

 

     ５番の住宅ですが、県外にお住いのお孫さんが祖母から使用貸借されます。実

家は申請地の向かいにあり、両親がお住まいです。敷地との間には水路があり

ます。申請地は集落の中にあり周辺は住宅地です。農地に先代が建てた建物を

取り壊された後の顛末案件でもありますが、特に問題はないと判断します。 

 

     ６番の住宅ですが、国外に暮らす申請人が帰国され、妻と同居のため、手狭な

実家から近くの申請地を売買により取得されます。市道に接する進入路敷地を

含めた区画です。東側から周りはほとんどが住宅で、市道南側は、ほ場が広が

っています。周辺の方には建設計画の説明はされてあり、周辺に及ぼす影響は

なく許可相当と判断します。 

 

７番の資材置場及び駐車場ですが、前面には国道４２１号、周辺は中学校や住

宅があり、国道沿いには申請地と同様の住宅区画が並んでいます。今回、申請
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地と手前の宅地にある住宅を取り壊し、一体的に利用される計画です。南側に

隣接して農地が広がっていますが、周辺に及ぼす影響はないことから、許可相

当と判断します。ただ、境界付近に用水バルブが設置されていますので、その

措置について事務局より確認するよう伝えています。 

     以上、調査報告とします。よろしくお願いいたします。 

 

議 長  番号７について、事務局から補足説明をお願いします。 

 

事務局  番号７について補足いたします。委員より報告のありました境界付近にある用

水バルブの件についてですが、地元の青野水利組合の所有であることを確認し

ております。措置については、組合と協議して対応するよう申請人代理者に指

導しています。 

 

議 長  事務局の説明及び調査報告が終わりました。それでは、審議に入ります。 

 

議 長  それでは、１番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

  それでは、３番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、４番について、何かご意見はございますか。 

      

議 長  私から事務局に確認しますが、１２月月例総会にて議決いただいた市の砂利採

取に係る指導要綱については、２月の月例総会に諮ることになる、１月申請受

付分からの適用なのですね。今回の案件は要綱適用日前の申請であることから、

要綱は適用しないのですね。 

 

事務局  その通りです。要綱の適用は令和３年１月１日からです。今回の案件は適用前

の１２月申請受付分ですので、要綱の規定は適用されません。１月申請受付分

から適用されます。 

 

議 長  分かりました。要綱適用は１月申請分からと言うことです。委員会としても今

後は要綱の趣旨を踏まえて、指導していくことになりますので、よろしくお願

いします。 

他に意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、５番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、６番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、７番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第３号の採決に移ります。 

承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 
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議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第４号「空家に付属した農地の指定について」を議題と致します。 

     それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第４号、東近江市空家に付属した農地の別段面積取扱基準第７条の規定に

基づき、番号１から番号３まで３件、７筆の申請がありましたので、空家に付

属した農地として指定することに意見を求めるものです。 

 

全てにおいて、すでに東近江市空き家バンクへは登録済みで、農地の状況は遊

休化している状況です。農地の指定申請理由につきましては、申請人は遠方に

居住しており、宅地と農地について管理することができないとの相談から、空

き家バンクにおいて手続きを進めてこられました。なお、番号１番、５筆のう

ち〇〇〇〇番〇の農地の現況地目は「山林原野」ですが、３条申請までに草刈

等を行い、現況「畑」になる予定です。 

 

以上のことから、東近江市空家に付属した農地の別段面積取扱基準第４条に基

づき審査したところ、指定相当と判断し、空家に付属した農地に限定した別段

面積に指定したいと考えます。 

また、地区の担当農業委員からも確認書を提出いただいており、問題はないと

考えます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

なお、補足ですが、今回の３件の空家に付属した農地の指定により、平成３１

年４月期の月例総会において、空家に付属した農地の指定第１号きぬがさ町〇

〇〇番〇、面積２９４平方メートルから累計して５件となります。指定第１号

のきぬがさ町の遊休農地については、耕作による遊休農地の解消確認ができま

したので、令和元年１２月期の月例総会にて空家に付属した農地の指定を解除

しております。 

よろしくお願いします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

それでは、審議に入ります。本案につきまして何かご意見はございますか。 

 

議 長  私から伺います。空家を活用し、入られる計画か予定があるのですか。 

 

事務局  空家に住まわれる計画です。 

 

議 長  遊休農地の解消に繋がると考えてよろしいですね。 

 

事務局  指定する農地は遊休農地または遊休農地になる恐れがある農地ですので、空家

と遊休農地の発生防止及び解消に繋がります。 

 

議 長  分かりました。他に意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは採決に移ります。本案を承認される方は挙手を願います。 
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（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第５号「東近江市農用地利用集積計画（案）について」を議題と致

します。 

また、本議案につきましては、関係者に〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇

〇委員がおられますので、農業委員会法第３１条の規定に基づき、議事参与の

制限により、当該案件の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案

終了後に入室、着席していただきます。 

     それでは、事務局の説明を求めます。 

 

主 事  議案第５号東近江市農用地利用集積計画（案）を説明します。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により市が農用地利用集積計画

を定めるものです。 

 

今回の農用地利用集積計画は１月２９日の公告を予定しておりまして、公告に

よって所有権が移転され利用権が設定されることになります。 

 

      今回の所有権移転は１２件、２６筆、５１，１４３平方メートル、利用権設定

は７０件、１２３筆、２７０，７９２平方メートルです。設定を受ける認定農

業者は２７名で２０９，０５５平方メートルが集積されており、認定農業者へ

の集積率は６５パーセントです。 

 

     まず、議案の１ページから１１ページが所有権移転で、１２ページ以降が利用

権設定の議案になっております。次に補足説明をさせて頂きます。 

 

     １ページの番号１の所有権を移転する農地は上平木町の２筆であり、〇〇万円

を対価として売買により、令和３年２月１０日に所有権が移転され、移転をす

る者は平田町に居住する者で、移転を受ける者も平田町に居住する者となって

おります。 

移転を受ける者は、認定農業者資格を取得されておりませんが、認定農家であ

る農事組合法人〇〇〇〇〇〇〇の構成員であり、農地を取得したと同時に、一

番最後から１枚めくっていただくと、中間管理機構事業分番号１に記載されて

おりますように、滋賀県農林漁業担い手育成基金に利用権設定をしております。

そのため、利用権設定は令和３年２月１０日を始期日としております。このこ

とから、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項２号により、〇〇さんは認定

農業者である法人の構成員であることから、所有権移転と同日付で機構に利用

権設定することによって所有権移転ができるものです。 

 

２ページの番号２の所有権を移転する農地は上羽田町の１筆であり、１筆で〇

〇万円を対価として売買により、令和３年２月１０日に所有権が移転され、移

転をする者は上羽田町に居住する者で、移転を受ける者も上羽田町に居住する

認定農業者となっております。 

 

３ページの番号３の所有権を移転する農地は野村町の５筆であり、贈与により、 
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令和３年２月１０日に所有権が移転され、移転をする者は野村町に居住する者

で、移転を受ける者も野村町に居住する者となっております。 

移転を受ける者は、認定農業者資格を取得されておりませんが、認定農家であ

る農事組合法人〇〇〇〇〇〇〇の構成員であり、農地を取得したと同時に、一

番最後から１枚めくっていただいて、中間管理機構事業分番号２に記載されて

おりますように、滋賀県農林漁業担い手育成基金に利用権設定をしております。

そのため、利用権設定は令和３年２月１０日を始期日としております。このこ

とから、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項２号により、〇〇さんは認定

農業者である法人の構成員であることから、所有権移転と同日付で機構に利用

権設定することによって所有権移転ができるものです。 

 

４ページの番号４、５の所有権を移転する農地は五個荘川並町の２筆であり、

２筆で〇〇万〇千〇〇〇円を対価として売買により、令和３年２月１０日に所

有権が移転され、移転をする者２名は五個荘川並町に居住する者で、移転を受

ける者も五個荘川並町に居住する認定農業者となっております。 

 

５ページの番号６の所有権を移転する農地は祇園町の２筆であり、〇〇〇万〇

千円を対価として売買により、令和３年２月１０日に所有権が移転され、移転

をする者は平柳町に居住する者で、移転を受ける者も平柳町に居住する者とな

っております。 

なお、○○〇番〇の農地は現状地目が宅地となっておりますが、現在は農業用

倉庫が建っており、今年の３月にこの倉庫を壊して１枚の農地になる予定です。 

移転を受ける者は、認定農業者資格を取得されておりませんが、認定農家であ

る農事組合法人〇〇〇〇〇の構成員であり、農地を取得したと同時に、一番最

後から１枚めくっていただいて、中間管理機構事業分番号３に記載されており

ますように、滋賀県農林漁業担い手育成基金に利用権設定をしております。そ

のため、利用権設定は令和３年２月１０日を始期日としております。このこと

から、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項２号により、○○さんは認定農

業者である法人の構成員であることから、所有権移転と同日付で機構に利用権

設定することによって所有権移転ができるものです。 

 

６ページの番号７の所有権を移転する農地は小田苅町の１筆であり、贈与によ

り、令和３年２月１０日に所有権が移転され、移転をする者は多賀町に居住す

る者で、移転を受ける者は小田苅町に居住する者となっております。 

移転を受ける者は、認定農業者資格を取得されておりませんが、認定農家であ

る農事組合法人〇〇〇〇〇〇〇の構成員であり、農地を取得したと同時に、一

番最後から１枚めくっていただいて、中間管理機構事業分番号４に記載されて

おりますように、滋賀県農林漁業担い手育成基金に利用権設定をしております。

そのため、利用権設定は令和３年２月１０日を始期日としております。このこ

とから、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項２号により、〇〇さんは認定

農業者である法人の構成員であることから、所有権移転と同日付で機構に利用

権設定することによって所有権移転ができるものです。 

 

７ページの番号８の所有権を移転する農地は能登川町の２筆であり、２筆で〇

〇〇万〇千〇〇〇円を対価として売買により、令和３年２月１０日に所有権が

移転され、移転をする者は林町に居住する者で、移転を受ける者は伊庭町の認

定農業者となっております。 



16 

８ページの番号９の所有権を移転する農地はきぬがさ町の２筆であり、２筆で

〇〇万〇千〇〇〇円を対価として売買により、令和３年２月１０日に所有権が

移転され、移転をする者は林町に居住する者で、移転を受ける者は能登川町の

認定農業者となっております。 

 

９ページの番号１０の所有権を移転する農地は新宮町の３筆であり、３筆で〇

〇万円を対価として売買により、令和３年２月１０日に所有権が移転され、移

転をする者は草津市に居住する者で、移転を受ける者は新宮町に居住する者と

なっております。 

移転を受ける者は、認定農業者資格を取得されておりませんが、認定農家であ

る農事組合法人〇〇〇〇〇〇〇〇〇の構成員であり、農地を取得したと同時に、

一番最後から１枚めくっていただいて、中間管理機構事業分番号５に記載され

ておりますように、滋賀県農林漁業担い手育成基金に利用権設定をしておりま

す。そのため、利用権設定は令和３年２月１０日を始期日としております。こ

のことから、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項２号により、〇〇さんは

認定農業者である法人の構成員であることから、所有権移転と同日付で機構に

利用権設定することによって所有権移転ができるものです。 

 

１０ページの番号１１の所有権を移転する農地は小川町と乙女浜町の２筆であ

り、２筆で〇〇万〇千〇〇〇円を対価として売買により、令和３年２月１０日

に所有権が移転され、移転をする者は乙女浜町に居住する者で、移転を受ける

者も乙女浜町に居住する認定農業者となっております。 

 

１１ページの番号１２の所有権を移転する農地は鋳物師町の４筆であり、４筆

で〇〇〇万円を対価として売買により、令和３年２月１０日に所有権が移転さ

れ、移転をする者は鋳物師町に居住する者で、移転を受ける者も鋳物師町に居

住する認定農業者となっております。 

 

次に貸借の利用権関係ですが、１２ページから４９ページまでが所有者と耕作

者による利用権設定となっています。 

 

そして、４９ページの次のページには、中間管理機構事業分として利用権設定

の議案を上程しております。 

 

続いて、中間管理事業に伴う利用集積計画（案）を説明させていただきます。 

所有者である貸し手から農地中間管理機構である滋賀県農林漁業担い手育成基

金に貸付される為の利用権の設定です。 

農地中間管理事業に伴う集積計画（案）につきましては、設定を受ける者であ

る借受人は、滋賀県農林漁業担い手育成基金となり、農用地利用集積計画につ

いては令和３年１月２９日の公告を予定しております。          

公告によって利用権が設定され、今回上程しております、１３筆の農地は、所

有権移転と同時に農地中間管理機構へ利用権設定を行うため、始期日は令和３

年２月１０日からとなります。 

 

以上が補足説明です。本案については、農用地の効率利用、安定的に農業経営

を行うと考えられますことから、農用地利用集積計画（案）の決定をお願いす

るものです。どうぞよろしくお願いします。 
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議 長  事務局の説明が終わりました。 

それでは、ここで審議に入ります前に、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇

〇委員には、退席をお願いします。 

    （○○委員、○○委員、○○委員退席・退室） 

 

議 長  それでは、審議に入ります。本案につきまして何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

２８番  所有権移転に関する３番の５筆約８．５反の贈与による所有権移転ですが、お

そらく生前贈与であると思うのですが、この辺りの農地は高い価格で動くと思

われ、贈与税が高額になると思います。納税猶予の手続きをされて贈与される

方法があり、そのような知識をお持ちの上での申請あれば良いのですが、申請

時に、贈与税のことは申請者にしっかり説明されてあるのでしょうか。 

 

主 事  贈与税については、説明をしていません。譲渡所得と不動産取得税の軽減につ

いて、経営基盤強化促進法で受けていただけることを説明しています。 

 

議 長  基盤法で不動産取得税等の軽減メリットがあるとことは説明されていますが、

贈与税等の節税対策については説明されていないとのことです。私もこのよう

なケースに係わったことがあります。申請者は、税担当部署と相談はされてい

ると思うのですが。農家に負担にならないような指導ができているかとの質問

だと思います。 

 

２８番  贈与税の場合は暦年課税制度で基礎控除が年間１１０万円しかありませんので、

この面積だと、土地評価額が〇〇〇万円から〇〇〇万円くらいだと思いますが、

１１０万円を引かれた課税対象額の○○○万円以上に贈与税率が掛かり、そこ

から控除分があるとは言うものの、それだけでも高額なのに、そこに不動産取

得税も掛かりますので、相当な金額になります。知識をお持ちでないと後で困

るのは農家さんですので、贈与税についても申請者にしっかり窓口で説明する

か、税務担当に相談されるよう指導するなど、配慮が必要ではないかと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

議 長  他にございませんか。 

以前の贈与に関して基礎控除が６５万円でしたが、今は１１０万円です。１１

０万円までの土地評価額ですと贈与税の負担は避けられますが、これ以上の高

額な評価額だと、相当高額な贈与税になりますね。 

 

２８番  受ける側が申告することになりますし、他の贈与もあれば、もっと高額になり

ます。今回の案件だけではなく、一年間分の贈与が対象になりますので、十分 

に気を付けなければいけません。 

 

３８番  私自身の地元でも、今後案件のような手続きがされるケースがあります。参考 

ですが、この辺りの土地評価額は一反当たり○○万円しません。心配されるほ

どの高額な税にはならないと思います。 

 

議 長  事務局は何かありますか。 
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主 事  この案件は代理人が窓口ですので、税について説明がされているのではないか

と考えています。 

 

議 長  委員からは、そんなに心配されることはないとのことですが、贈与する側も受

ける側も税について必要なことですので、今後、事務局と税部局が連携して申

請者への説明や指導に努めてもらうようお願いします。 

 

議 長  他にご意見はございませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは採決に移ります。本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

それでは、審議が終了しましたので、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇

委員の入室、着席をお願いします。 

         （〇〇委員、〇〇委員、〇〇委員入室・着席） 

 

議 長  次に、議案第６号「土地改良事業参加資格交替の申出について」を議題としま

す。事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第６号、土地改良事業参加資格交替の申出について、説明いたします。 

 

申出に係る土地改良事業につきましては、県営による小倉地区経営体育成基盤

整備事業、工期は令和３年度から令和７年度、受益面積２８．４ヘクタール、

事業内容は用水路工３キロメートル、暗渠工９．９ヘクタール、事業費２億５

千４百万円です。老朽化した用水管で石綿セメント管の更新と水はけの悪い農

地に暗渠排水を施工します。 

 

今回、この土地改良事業への参加資格について、貸借により耕作されている場

合は、本来耕作者が資格者となりますが、所有者から農業委員会に対し、土地

改良事業へ参加すべき旨の申出があり、且つその申出が相当であって、農業委

員会が承認した場合は、その所有者が参加資格者となることが、土地改良法第

３条第１項第２号に規定されております。 

本議案は、この規定に基づき申出があったものに対し、承認することについて

意見を求めるものでございます。 

また、農地を貸し付けている土地所有者が事業に参加する資格を得るための申

出期間は、土地改良事業計画の概要等公告期間満了後５日以内と定められてい

ることから、１月５日に公告期間が満了したため、１月７日付けの申出となっ

ています。 

今回の申出件数は別紙にありますとおり、３３件で、その理由につきましては、

土地改良事業の参加資格者は本来、耕作者にありますが、資産は所有者のもの

であり、土地改良事業に係る賦課金及び事業完了後における維持・管理費用に

ついては耕作者でなく土地所有者が負担するというものです。 

農業委員会が、その申出を相当とする基準としましては、耕作者が信義に反し

耕作を適正に行っていない場合などに賃貸借の解約が許可される農地法第１８
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条に規定される要件に該当する場合の他、所有者を事業に参加させる方が土地

改良法の目的に照らして妥当と認められる場合があります。 

今回の申出理由は、前段の解約許可の要件に該当する事案ではなく、所有者を

事業に参加させることが、土地改良事業の円滑な推進やその後の管理運営に資

することとなる等、土地改良事業の目的に照らし妥当と認められる場合に該当

すると考えますので、申出を承認することは相当と判断します。 

以上よろしくお願いします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

それでは、審議に入ります。本案につきまして何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは採決に移ります。本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、事務局長の専決事項として処理しております報告第１号「農地法第５条

第１項第７号の規定による農地転用届出の報告について」、報告第２号「２ア

ール未満農業用施設に係る農地転用届出の報告について」、報告第３号「農地

法第３条の３第１項の規定による届出の報告について」、報告第４号「農地の

貸借権の合意解約の報告について」、報告第５号「市街化調整区域内における

農家住宅の農業者証明の報告について」を事務局に一括して報告を求めます。 

 

事務局  それでは、報告第１号から報告第５号まで、一括して報告させていただきます。 

まず、議案書１２ページから１３ページをご覧ください。 

報告第１号、農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報告につ

いて、番号１、東今崎町の駐車場の案件から、番号６、猪子町の駐車場の案件

までの６件について、いずれも市街化区域内農地の転用につき、事務局長専決

により届出を受理しましたので報告します。 

 

事務局  次に、議案書１４ページから１５ページをご覧ください。 

    報告第２号、２アール未満農業用施設に係る農地転用届出の報告について、番

号１から番号６まで、６件の届出がありました。転用目的の内訳は、農業用倉

庫への転用が４件と農業用資材置場及び農機具点検清掃場、農業用通路への転

用が各１件ずつありました。 

届出書の添付書類も含め完備していましたので、事務局長専決により全件受理

しております。 

 

事務局  次に、議案書１６ページから１９ページをご覧ください。 

報告第３号、農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について、番号

１から番号２５につきましては、全て相続により所有権を取得されたものです。 

届出人について、「あっせん希望の有無」については、番号１１が「有」となっ

ており、現在、事務局側で届出人の意向を確認し、この内容結果によりあっせ

ん活動に取り組んでいます。 

いずれも、届出をされた者への受理通知につきましては、事務局長の専決によ
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り交付しております。 

 

事務局  次に、議案書２０ページから３０ページをご覧ください。 

報告第４号、農地の貸借権の合意解約の報告について説明します。 

賃貸借権の合意解約につきましては、２２ページの番号１から２７ページの番

号４１までです。 

続いて、使用貸借の合意解約につきましては、２７ページの番号１から３０ペ

ージの番号１４までです。 

なお、合意解約内容及び解約理由につきましては議案書記載のとおりです。 

 

事務局  次に、議案書３１ページをご覧ください。 

    報告第５号、市街化調整区域内における農家住宅の農業者証明の報告について、

番号１から番号３まで、３件の届出がありました。 

今回の申請は、建築主が農業者基準第１号と農業者基準第４号に該当する農業

者であることの証明願いであるため、審査の結果、該当する農業者であること

を確認しましたので、証明書の交付につきましては、農業委員会規程第９条に

基づき「事務局長専決事項」として交付しております。 

 

事務局  以上、報告第１号から報告第５号の報告とさせていただきます。 

 

議 長  事務局の報告が終わりました。 

ただいまの報告事項について、何かご意見はございますか。 

 

議 長  特にないようですので、これで「報告事項」を終わります。 

 

議 長  以上で本日の議事及び報告案件はすべて終了致しました。 

これをもって令和２年度、第１０回、１月期の月例総会を終了致します。 

長時間のご審議ありがとうございました。 
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議 長  〇〇 〇〇 
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